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tic Emission Machining) の存在を推論したこと，それをふまえて加工条件の指導原理を確立した
こと，任意曲面の加工のための数値制御理論を示したこと，シリコン，ひ化ガリウムなどの電子材料
を実際に加工して10A オーダの面あらさで，物性的にも化学研摩にまさる加工面を得たこと，本加工
法の基礎となる表面形状測定について，基準面を用いない新しい測定法を提案したことなど，基礎か
ら応用にわたる研究によって将来への展望をも与えている点が注目される。
以上のように本論文は固体の機械的加工法に関して多くの新知見を得ており，精密加工学に重要な
貢献をなすものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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